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糖尿病患者には食事療法に牛乳摂取がすすめられているが、その摂取状況について

の情報の少なく、また摂取時間による血糖値への影響は明らかにされていない。糖尿

病患者には高脂血症を伴うことが多いが、それと牛乳摂取との関連も明らかにされて

いない。また牛乳摂取による腸管通過時間、腸内細菌叢の変化なども不明である。こ

の研究はこれらの諸点を明らかにすることを目的として行った。

方法および成績

1.牛乳の摂取状況

当院外来を訪れた糖尿病患者に調査表を郵送および来院時に手渡しそれを集計し

た。 366名より調査表を回収した。その内訳は男性196名、女性170名であった。牛

の摂取状況は表1に示すように男性全例では93.9%、女性全例では92.9%であったO

また年齢別にみると20代では2名(100%)、30代11名中9名(81.8%)、40代59名中53

名 (89.8%)、50代115名中109名 (93.5%)、60代108名中101名(93.5%)、70代65名中

62名 (95.4%)、 80代6名中6名(100%)と年齢とともに高率となる傾向がみられた。

これらから糖尿病患者は指示された食事療法の中でも牛乳摂取をよく遵受している

ことがわかった。

つぎに飲酒(アルコール)習慣の有無別に牛乳摂取習慣の割合をみたが、表2に

示すように男性、女性とも有意の差は認められなかった。

また喫煙習慣の有無別にも牛乳摂取習慣の頻度を比較したが有意の差は認められ
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なかった。

2.牛乳摂取習慣と血清脂質

牛乳を常習的に飲用すると血清脂質の上昇を招くことが危倶されているので、糖

尿病患者についてこれを検討した。糖尿病治療を半年以上継続して血糖および

HbA"のコントロール状態が安定している症例について牛乳常用の有無別に血清総

コレステロール、トリグリセリッドを検討した。血清脂質は数回測定したものの平

均値を用いた。その成績は表3に示すように、血清総コレステロール、トリグリセ

リッドともに有意の差はなく、牛乳常用者群で平均値が小さいのがみられた。いず

れにしても牛乳常用によって血清脂質の上昇することは認められなかった。

3.牛手L摂取時刻による血糖値、トリグリセリッド値、ケトン値およか呼気中水素ガ

スの変化

同一糖尿病患者に第1週目は朝食時に牛乳200mlを摂取させて血糖、血清トリグ

リセリッド、ケトン体および呼気水素ガスを測定した。また次の週には牛乳を昼食

時に飲用させて同様に血糖、血清トリグリセリッド、ケトン体およひ呼気水素ガス

を測定した。

朝食時と昼食時の牛乳摂取による変化を比較するために朝食前の血糖値およびト

リグリセリッド備をそれぞれ100としてその変化を率としてみると表4のようになっ

た。すなわち、牛乳摂取を朝食時にしても昼食時にしても血糖、トリグリセリッド

値には有意の差異は認められなかった。

つぎに血清ケトン体の変動をみると、表5にみるように朝食時摂取の場合は食事

による低下の割合が軽度な傾向がみられた。また腸管運動をうかがうために呼気中

水素ガス濃度の変化を観察したが、水素ガスには明らかな変化が現れなかった。

考察および結論

糖尿病患者における牛乳摂取者の割合は平均93.4%と高率であり、年齢による差は

ないが年齢とともに高率になる傾向がみられた。性差はなかった。

牛乳常用によって血清総コレステロール、トリグリセリッドが上昇する傾向は全く

認められなかった。
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牛乳の摂取時刻によって血糖の変動、血清トリグリセリッド値に一定の変化が起こ

ることはなかった。牛乳による腸管運動の動きは牛乳単独では測定が困難なことがわ

かったので l国 tuloseの併用が必要と思われる。

表 I.糖尿病患者の年齢・性別牛乳摂取習慣取率

壬1三凶合 ~ '1主主 三て '佐主

症例数 牛乳摂取者 % 症例数 牛乳奴取者 /。ノ0 

2 0 t¥': 1 I 00% 1 I 00% 

3 0代 7 6 86% 4 3 75% 

4 0 t¥': 4 3 3 8 88% I 6 1 5 9496 

5 0 tt 5 9 5 5 93% 5 6 5 4 96% 

6 0代 5 4 5 3 98% 5 4 4 8 8 996 

7 0代 2 9 2 8 97% 3 6 3 4 94% 

8 0代 3 3 1 0 0 % 3 3 100% 

壬三r言一i占 196 184 9 3目 9% 170 158 92.9% 
」一

表 2 梢尿病患者の飲酒・喫煙習慣と牛乳奴取習慣との関係

男 性 女 性

上b 絞 司I J員

総 数 牛乳侠取者 % F 総数 '1手Lm取者 % l' 

飲削1'1m あり 107 9 9 9 2. 5 n S 1 8 1 7 9 4. 4 n s 
なし 8 4 8 0 9 5. 2 1 4 4 134 9 3. 1 

喫煙習げl あり 9 1 8 4 9 2. 3 n s 2 0 1 7 85.0 n s 

なし 日6 9 1 9 4. 8 134 1 2 6 日4.0 

65ー



表 3. 械尿病態者の牛乳摂取習慣の有無別にみた血清脂質

牛乳摂取習慣

脂質(昭/dl)

総コレステロール

トリグリセリド

あり (n=100)

196.5:1:35.8 

(113-313) 

1 1 4. 0土 35.8

( 28-522) 

M:l:SD. (最小値~最大値〉

なし (n=23)!P 

2 0 7. 5 :1: 2 5. 8 

(147-247) 

136.8:1:110.8 

( 43-583) 

n S 

n s 

革H. 牛乳飲用と血糖および山消トリグリセリド値の変動 (6)

血柚の恋i乙毘 血清トリグリセリド変化!il

11寺亥リ 車/1食時飲m 昼食時飲III 朝食時飲III 』主食時飲川

7 0 0 100 100 100 1 0 0 

8 3 0 1 2 3土 29 1 5 3 :1: 6 7 日6士 16 9 5 :1: 5 

1 0・o0 1 1 8土 24 1 2 8 :1: 7 0 1 1 6土 31 81:1:18 

1 1 3 0 日日士 23 93:1:25 110:1:29 86:1:37 

1 3 0 0 147:1:27 154:1:27 1 1 3土 28 1 0 7 :t 4 0 

1 7 0 0 112:1:30 119:t60 1 0 2土 24 9 8土 34 

1 9 0 0 1 5 8土 16 170:t47 115土 26 100士 42 

2 1・o0 121:t32 147士 52 108:1:20 9 0士 34 

2 4 0 0 1 0 1土 12 117:t35 95:1:13 83:t28 

M:tSD  (n=5) 
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表5.4乳飲111時間と血柏・卜リグリセリド・ケトム〆体・水mガスの日内変動

牛乳 日寺 動』

ヲ主主1:r1J 飲用 7:00 8:00 10:00 11:30 13:00 11:00 19:00 21 :00 24:00 

車月 Ifu縮 (昭/dt) 1 7 B 2 B 2 235 2 0 2 2 8 5 1 5 1 3 1 4 2 2 6 1 5 7 

主主主 刊刊判F (昭/dt) 6 4 63 7 9 7 9 B 0 8 4 9 0 B 3 7 2 

日寺 ートン体 (μ曲。l!f) 36 4 0 2 3 1 7 。
水素ガス (ppm) 4 3 3 2 l 1 

S M 
(M) 占墨 血描 〔哩/dll 1 B 1 3 0 5 2 9 3 2 2 B 2 B 3 1 3 6 3 0 0 2 1 6 1 6 ，6 

孟註 川グ，)刊F (町/d1) 9 2 B 2 7 4 7 7 B 6 92 B 9 B B 7 B 

11事 fトン体 (μmotlR，) 2 4 1.9 1 B 1 3 

水素ガス (pp皿) 3 3 3 a l 1 

ト一一

ヰ坦 血柚 (昭/dl) 1 1 4 1 2 5 137 1 2 4 1 5 6 1 1 9 1 8 8 1 3 6 1 1 6 

重註 同刊-I!IJF (昭/dl) 1 1 8 1 1 6 1 B 4 1 B 4 1 6 2 1 1 6 1 3 6 1 4 0 1 0 2 
日号子 fトン体 (μ刷 l!f) 1 4 1 3 1 5 3 

水紫ガス (ppm) 8 8 7 4 4 7 

S Y 
(M) 主茎 山崎 〈哩/dll 1 1 5 1 6 7 1 57 7 B 1 4 6 1 0 4 1 7 6 1 4 4 1 06 

重註 川刊tlJF (晒/dl) 13，1 1 2 4 1 2 7 1 3 7 1 66 132 1 5 6 133 1 0 9 

日寺 tfン体 (μmo1l.e) 4 6 1 2 5 1 7 

水素ガス (ppm) 6 a 3 4 1 1 

車1ヨ血描 (昭/dll 1 2 4 1 8 2 1 11 1 1 5 232 1 0 B 1 6 6 1 09 1 1 B 

重量 .1111JtlJF (昭/dll 6 6 7 0 B 7 7 0 7 6 7 0 7 7 6 8 5 4 

日寺 H)体〈μ冊目!/n 1 05 3 5 1 1 
T S 水素ガス (ppm) 3 2 i l 2 1 

(M) 
主墨 血輔 (昭/dil 123 1 9 B 1 0 2 97 2 0 8 1 09 1 5 7 1 1 6 1 1 7 

歪主主 同州tlJF (昭/dil 6 1 5 8 6 0 7 7 B 8 8 0 7 6 7 0 6 6 

11寺 f打体 (μmol/i) 1 5 1 1 8 7 

水素ガス (ppm) I l l l 1 1 

~iJl 血軸 (哩/dll 1 8 2 2 1 1 1 8 4 1 1 0 216 2 B 3 282 1 8 B 1 B 6 

歪註 同州tlJF (mg/ dl) B B 9 7 9 0 107 1 1 0 1 0 1 1 .1 6 1 0 0 9 2 

何~i' +トン体 (μ目。1/111 1 7 1 3 4 1 0 

T K 水素ガス (ppm) 5 5 5 2 4 2 

(F) 

主主 血輔 (昭/d1) 1 1 3 277 2 5 3 1 3 0 2 1 6 253 2 B 3 2 0 0 1 B B 

壬'" 川内t1JF (昭/dl) 9 2 9 5 7 7 7 2 1 1 B 1 0 9 1 2 0 1 0 1 9 6 

日、I:i' +トン体 (μm01/2) B 1 2 4 8 2 

水素ガス (ppm) 1 0 11 1 3 6 4 5 

弓 lf~ 血描 (昭/dl) 1 2 2 1 0 5 1 B 3 1 3 7 1 6 3 1 5 B 1 9 8 2 0 9 1 4 6 

壬註 ドa'l!tI}F (mg/dl) 9 0 6 9 65 5 7 5 9 59 6 6 7 0 B 2 

n;;Jji fトン体〈μ冊目I1R.) 1 1 8 B 3 20 1 B 
y s 水素ガス (ppm) 1 6 1 4 1 3 1 2 1 3 1 8 

(M) 

五茎 血鮪 (昭/d1) 1 1 B 6 7 50 9 6 153 145 1 B 6 2 6 5 1 6 9 

1主主 1'1刊tlJF (岨/di) 1 9 2 8 6 1 0 0 80 8 4 8 0 5 6 60 7 2 

11;寺 令トy体 (μmol/1!.) 72 3 9 1 B 1 5 

水素ガス (ppm) 8 1 0 1 2 8 4 3 
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